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研究冊子
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対話的な活動

●友達との対話 （ペア、 グルー
プ、学級など）

●教師との対話 （発問、個別の
助言、情報の提供など）

●資料との対話 （教科書、資
料集、辞書、本、図鑑、過去
の児童生徒の作品など）

●習得している知識との対話
（記憶、過去の経験、他教科
で考えた ことなど）
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電子黒板機能付プロジェクター
杉並区全校の全教室に完備

タブレットPC ４００台

全館
Wi-Fi完備

研究冊子
Ｐ１４





研究冊子
Ｐ１６



ICT活用の効果

約９０％

約９０％
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ICT活用の効果

１人１台を使い幾つかの課題から自分の学習状況に合ったものを選んで解決すること

ICTを使い、自分の考えや気持ちを説明したり、他の人と伝え合ったりすること。

杉並区平均を大きく上回っている

杉並区平均を大きく上回っている
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成果（ICT）
研究１年目
→ICTを活用した授業実践の積み重ね
研究２年目
→教科の本質に迫るためのICT活用の研究
学びへの意欲の高まり
「個で思考する」学びの充実
自分の考えを表現しやすくなった。
考えを広げ、深められるようになった。
能動的な資料の選択と活用
ICT活用率の高まりと効果的な活用事例の蓄積
地域人材を活用したプログラミング教育
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成果（学び）
○小学部と中学部の教員が

同じ分科会で研究

○各教科における「身に付け、使い、
問い直す」学びのサイクル

９年間の系統性と連続性

小学部・中学部の教員の連携の深まり

思考の深まり
知識・技能を活用する力の高まり
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課題
①9年間の系統性・連続性をふまえた

ICTリテラシーの計画の見直し

②ノートやワークシートのよさと
タブレットPCのよさをふまえた授業改善

③動画や写真に頼り過ぎず、
言葉で伝え合い、言葉で理解しようとす
る意識をもたせる指導の工夫
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